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事業費（人件費除く）の財源内訳
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目標
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H22

A 現状維持 工事施行計画を十分検討し、工事期間の短縮化を図るように努める。
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ゆめが丘摺見線道路新設事業

市内道路網を機能的に強化する
目

市内幹線道路・生活道路の整備
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会計

項

名               称
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改善についての取り組み

　

評価項目についてのコメント

効率性

4

4

必要性

有効性

4

4

達成度

フルコスト　（Ａ）＋（Ｂ）
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0
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 道整備交付金  補助率国5/10
道路橋りょう整備事業債

15,000
125,000

8,800

道整備交付金  補助率国5/10
道路橋りょう整備事業債

　その他特定財源の名称・補助基本額・
率
地方債の区分と充当率等

道整備交付金  補助率国5/10
道路橋りょう整備事業債

10,400

197,100

0

人

0
　 　
　 Σ

　
事業費計(A)

人件費（Ｂ）

市道四十九ゆめが丘線を起点とし、市道喰代比自岐下川原線（広域農道）につながり、ゆめが丘住宅地と摺見、青山地
区を結ぶ幹線道路である。また、比自岐地区の住民にとり、現在の中心市街地へのアクセスはかなりの迂回を余儀なくさ
れている現状であり、本路線の開通によって飛躍的に利便性が向上する。

地域住民の生活道路としての安全確保に寄与できる。

平成20年度の業務委託及び用地取得は計画通り進捗することができた。

事業効果を高めるため、短期間での事業完了に努める。

(千円)

平成２４年度 計画内容
事 業 内 容

415,000

総合評価 事業の方向性

9817

2850

事業の成果を測る指標

道路整備による作業進捗

評価項目 ポイント

道路新設改良費

道整備交付金事業

ゆめが丘摺見線道路新設事業
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式
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補償補填及び賠償金 1

　

0

　 　
Σ 0
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人 0

　

17,000

(千円)　 (千円)

公有財産購入費 1
式 398,000

47,500
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補償補填及び賠償金

その他
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人件費（Ｂ） 人 0
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その他 1 式
1 式

平成２３年度 計画内容平成２２年度 計画内容

1 式 68,118
1

4,000
3,692

平成１９年度 決算内容

通行がスムーズになり、地域住民の生活道路として利用しやすく
なる。

(千円)

運営主体

　
事 業 内 容 数量

　

（Ａ）
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基本計画該当頁
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年度 20 21

用地

工事

工事請負費
補償補填及び賠償金

公有財産購入費

1 式 279,000式1

(千円)
式

1 式 56,000

　

２次評価対象分

行革大綱の重点事項番号

事業種別 継続 補助 事業類型

ゆめが丘地内の幹線市道四十九ゆめが丘線を基点とし、摺見
地内を通る幹線市道喰代比自路下川原線（広域農道）に連絡
する道路を新設するもので、総延長3,500m、道路幅員12mで
計画。この内、本事業は平成20年から平成22年の３ヶ年で第１
工区2,100m（ゆめが丘～市道友生比自岐線）を道整備交付金
事業により道路新設を行うものである。
平成２０年度事業内容　　用地測量業務委託　一式　　　橋梁
詳細設計業務委託　一式　　　用地取得　3,389m2

財政事情が厳しい中、道路利用者からは、安全・安心な
道路整備が期待されている。また、当道路周辺の土地利
活用も促進される。

4
年間運営費

Ⅲ

対象等（何を、誰を）

市南部地区から市街地中心部へアクセスする人

（※対象件数

根拠法令・要綱等 道路構造令、アスファルト舗装要綱

千円
市内の類似施設

2

総事業費 千円890,000

配置（予定）人員 人

平成２０年度 決算内容

　

3

伊賀市ゆめが丘・市部他地内
用地取得予定面積14,820m2

計画延長L=2,100m

道路構造令第3種3級（W=12m
V=40km/h）

建設用地

建設面積（延床面積）

規模・構造

1

関連事業
年度

広域農道整備事業

　委託先

22 年度

125,000

　

0

53,190

0

委託料
公有財産購入費

0
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実績

目標

実績

工事請負費

委託料

0

360,800 0

0415,000
207,500

0

平成２１年度 計画内容

350,000 0

175,000

166,200

事      業      費
国庫支出金
県 支 出 金
地   方   債
受益者負担

350,0000

そ   の   他
一 般 財 源

計

コード

名称
担当部課

190500

建設部道路河川課

終了年度 平成

評価者
氏　名

松本　秀喜 連絡先
22

(内線)

実績

H19 H20 H21

実績値
単位指標設定の考え方

事業効果を高めるため短期間での事業完
了に努める（執行済事業費/総事業費）

％
目標

実績

目標

実績

11
実績 14
目標

直営 指定管理 民間委託等直営 指定管理 民間委託等


